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性
能
規
定
で
多
様
な
木
造
建
築
が
可
能
に

建築基準法　建築法令を学ぶ

　

桜
設
計
集
団
一
級
建
築
士
事
務
所
の

安
井
昇
氏
（
一
級
建
築
士
／
博
士
〔
工

学
〕）
は
、
木
造
校
舎
の
実
大
火
災
実

験
（
２
０
１
２
～
２
０
１
４
年
）
を
監

修
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
早
稲
田
大
学

理
工
学
研
究
科
の
長
谷
見
雄
二
教
授
の

研
究
室
に
所
属
す
る
研
究
者
。
木
造
建

築
物
の
防
耐
火
を
テ
ー
マ
と
し
た
催
し

に
し
ば
し
ば
招
か
れ
て
建
築
法
規
に
関

連
し
た
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
誌
で
は
、
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
・
Ａ
Ｌ
Ｃ

（
ウ
ッ
ド
エ
ー
エ
ル
シ
ー
）
と
い
う
木

製
集
成
版
の
協
会
で
あ
る
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
・

Ａ
Ｌ
Ｃ
協
会
（
本
部
：
江
東
区 

東
京

原
木
会
館
内
）
の
会
員
総
会
（
9
月
25

日
／
約
60
名
参
加
）
で
開
催
さ
れ
た
安

井
氏
の
基
調
講
演
か
ら
、
住
宅
・
建
材

関
連
事
業
者
が
知
っ
て
お
く
べ
き
法
令

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
を
抜
き
出
し
、
併
せ

て
用
途
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
Ｗ
Ｏ
Ｏ

Ｄ
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
の
狙
い
と
、
建
築
法
規
の

勉
強
に
必
要
な
資
料
も
紹
介
す
る
。

　

改
正
建
築
基
準
法
は
、
２
０
１
８
年

６
月
27
日
交
付
、
１
年
以
内
（
来
年
の

６
月
27
日
ま
で
）
に
施
行
さ
れ
る
。

　
（
以
下
、
安
井
氏
の
講
演
の
一
部
を

要
約
・
編
集
）

　　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
性
能
規
定
化

　

安
井　

今
回
の
改
正
で
は
、
建
築
基

準
法
21
条
、
27
条
、
61
条
、
こ
の
３
つ

が
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
改
正
の
特
色
を
一
言
で
言

う
と
す
べ
て
性
能
規
定
化
で
す
。
性
能

規
定
化
と
は
、
す
で
に
法
で
定
め
ら
れ

　改正建築基準法が今年施行される。周知の通り、高さ制限がこれ

までの 13 ｍから新たに 16 ｍにすることが可能となる。木造建築物

においては準耐火構造の利用拡大のチャンスとなる。本誌では、防

耐火の研究・設計分野で広く知られている安井昇氏の講演をもとに

「性能規定化」という観点から今回の改正の核心に迫った。

 プロフィール

安井 昇…博士（工学）、一級建築士、1968 年京都市生まれ。1993 年東京
理科大学理工学研究科建築学専攻（修士）修了。住宅メーカー勤務を経
て 1999 年桜設計集団一級建築士事務所開設。2004 年早稲田大学理工学
研究科建設学専攻（博士）修了。2004 年より早稲田大学理工学研究所研
究員（長谷見雄二研究室所属）。岐阜県立森林文化アカデミー非常勤講師、
東京都市大学非常勤講師、NPO 木の建築フォラム理事、NPO 法人 Team 
Timberize 副理事長を兼任。研究・設計分野の受賞歴として日本建築学
会奨励賞「柱圧縮試験による木造土壁の火災加熱時の非損傷性予測と木
造土壁外壁の防火設計」（2007 年 9 月）、ウッドデザイン賞 2016 林野庁
長官賞「堀切の家」など受賞多数。

桜設計集団一級建築士事務所　安井 昇 氏（一級建築士 / 博士〔工学〕）

 
準
耐
火
構
造
の
設
計
手
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の
習
得
が
課
題




